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住民に 　　 議会広報

研
修
の
初
め
に
、
議
会

広
報
の
目
的
に
つ
い
て
の

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
議
会
広
報
は
、
単
に
情

報
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
目

的
で
は
な
く
、
住
民
の
皆

さ
ん
に
内
容
を
理
解
し
て

も
ら
い
、「
自
分
た
ち
の
暮

ら
し
に
関
係
し
て
い
る
」

と
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が

大
切
だ
と
い
う
考
え
方
で

す
。

　
書
く
側
と
し
て
は
「
伝

え
た
つ
も
り
」
で
も
、
読

み
手
に
届
い
て
い
な
け
れ

ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
言
葉
は
、
広
報
に
関

わ
る
私
た
ち
が
常
に
意
識

し
て
お
く
べ
き
大
切
な
ポ

イ
ン
ト
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
住
民
の
目
線

に
立
っ
た
「
デ
ザ
イ
ン
思

考
」
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。

　
こ
れ
は
、
作
り
手
の
都

合
や
考
え
を
優
先
す
る
の

で
は
な
く
、「
読
む
人
が
ど

う
感
じ
る
か
」
を
出
発
点

に
広
報
を
考
え
る
と
い
う

も
の
で
す
。

　
難
し
い
言
葉
を
使
っ
て

い
な
い
か
、
文
章
が
長
く

な
り
過
ぎ
て
い
な
い
か
、

初
め
て
読
む
人
に
も
分
か

る
内
容
に
な
っ
て
い
る
か

―
―
こ
う
し
た
基
本
的
な

点
を
一
つ
一
つ
見
直
す
こ

と
の
大
切
さ
が
説
明
さ
れ

ま
し
た
。

　
研
修
で
は
、
議
会
広
報

の
役
割
に
つ
い
て
も
あ
ら

た
め
て
触
れ
ら
れ
ま
し
た
。

　
議
会
で
話
し
合
わ
れ
た

内
容
を
正
確
に
伝
え
る
だ

け
で
は
な
く
、
議
会
そ
の

も
の
を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
う
こ
と
も
広
報
の
大
切

な
役
割
で
す
。

　
中
高
生
や
若
い
世
代
に

と
っ
て
も
、
町
の
将
来
を

考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る

よ
う
な
広
報
で
あ
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
幅

広
い
世
代
に
配
慮
し
た
分

か
り
や
す
い
伝
え
方
の
重

要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

「伝えたつもり」では届かない
―住民の立場に立った議会広報の在り方を学ぶ―

講師：PRDESIGN JAPAN（株）代表取締役　佐久間智之氏
ともゆき

　
議
会
広
報
は
、
議
会
で
ど

の
よ
う
な
話
し
合
い
が
行
わ

れ
、
何
が
決
ま
っ
た
の
か
を

住
民
の
皆
さ
ん
に
伝
え
る
大

切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、「
住
民
に
伝
わ
る
議

会
広
報
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

研
修
を
受
講
し
、
広
報
の
目

的
や
役
割
を
あ
ら
た
め
て
見

つ
め
直
す
と
と
も
に
、
住
民

の
視
点
に
立
っ
た
分
か
り
や

す
い
伝
え
方
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
研
修

で
学
ん
だ
考
え
方
や
ポ
イ
ン

ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「伝える」から
「伝わる」広報へ

　
さ
ら
に
、
誰
に
と
っ
て
も
読

み
や
す
い
広
報
に
す
る
た
め
の

工
夫
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
文
字
が
多
い
と
読
む
こ
と
自

体
が
負
担
に
な
る
こ
と
や
、
文

字
の
大
き
さ
や
色
の
使
い
方
に

よ
っ
て
は
内
容
が
伝
わ
り
に
く

く
な
る
場
合
が
あ
る
こ
と
な

ど
、
読
み
手
の
多
様
性
を
意
識

し
た
配
慮
が
必
要
だ
と
い
う
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
具
体
例
と
し
て
、Ｕ
Ｄ
フ
ォ

ン
ト
の
活
用
や
、
色
の
濃
さ
や

配
置
を
工
夫
す
る
こ
と
で
読
み

や
す
さ
が
向
上
す
る
こ
と
が
紹

介
さ
れ
、「
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
」
広
報
を
目
指
す
姿
勢
の

大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
認
識
し

ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
を
通
し
て
、
議
会
広
報
が
住
民

と
議
会
を
つ
な
ぐ
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

こ
と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
今
回
学
ん
だ
考
え
方
や
視
点
を
議

会
だ
よ
り
の
編
集
に
生
か
し
、
よ
り
多
く
の
方

に
と
っ
て
分
か
り
や
す
く
、
親
し
み
や
す
い
議

会
広
報
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

全ての人に配慮
した紙面作り

住民目線に立つ
デザイン思考

議会を身近に
感じてもらうために

Point 1

Point 2

Point 3

Point 4 伝わる

今
後
に
向
け
て

2 2
（月）

▲研修受講の様子（役場本庁3階 議員協議会室）

PRDESIGN
JAPAN
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な
い
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く
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ぎ
て
い
な
い
か
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め
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読
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か

る
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っ
て
い
る
か
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こ
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し
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基
本
的
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点
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つ
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つ
見
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こ

と
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大
切
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さ
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修
で
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報
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た
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れ
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し
た
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会
で
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合
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た

内
容
を
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に
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え
る
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に
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。
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取
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、
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な
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る
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再
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。
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、
今
回
学
ん
だ
考
え
方
や
視
点
を
議

会
だ
よ
り
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集
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、
よ
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の
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、
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る
よ
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取
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ん
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ま
す
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全ての人に配慮
した紙面作り

住民目線に立つ
デザイン思考

議会を身近に
感じてもらうために
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Point 3

Point 4 伝わる

今
後
に
向
け
て

2 2
（月）

▲研修受講の様子（役場本庁3階 議員協議会室）

創
刊
か
ら
１
年
。
発
行
を
重
ね
て
こ

ら
れ
た
「
あ
い
な
ん
議
会
だ
よ
り
」
を

拝
見
し
、
ま
ず
感
じ
た
の
は
、
親
し
み

や
す
い
デ
ザ
イ
ン
と
情
報
整
理
へ
の
意

識
の
高
さ
で
す
。
議
会
だ
よ
り
は
情
報

を
詰
め
込
み
過
ぎ
る
と
要
点
が
伝
わ
り

に
く
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
本

紙
は
内
容
を
適
度
に
絞
り
、「
伝
え
る
」

よ
り
も
「
伝
わ
る
」
こ
と
を
大
切
に
編

集
さ
れ
て
い
る
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

住
民
が
手
に
取
り
や
す
く
、
読
み
進
め

や
す
い
紙
面
作
り
が
意
識
さ
れ
て
い
る

点
は
大
き
な
強
み
だ
と
思
い
ま
す
。

行
政
広
報
は
組
織
と
し
て
方
針
を

決
め
や
す
く
、
比
較
的
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
改
善
が
進
み
ま
す
。
一
方
、
議

会
広
報
は
議
員
一
人
一
人
の
意
見
や
考

え
を
尊
重
し
な
が
ら
進
め
る
必
要
が
あ

り
、
合
意
形
成
そ
の
も
の
が
重
要
な
プ

ロ
セ
ス
に
な
り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、

創
刊
か
ら
１
年
と
い
う
短
い
期
間
で
、

こ
こ
ま
で
方
向
性
の
整
っ
た
紙
面
に
育

て
ら
れ
た
こ
と
に
、
愛
南
町
議
会
の
本

気
度
と
継
続
的
な
努
力
を
感
じ
ま
し

た
。議

会
だ
よ
り
は
議
会
の
活
動
報
告
に

と
ど
ま
ら
ず
、
住
民
と
の
対
話
の
入
り

口
に
な
る
媒
体
で
す
。
情
報
を
増
や
す

こ
と
よ
り
も
、
何
を
選
び
、
ど
う
届
け

る
か
と
い
う
「
編
集
の
視
点
」
が
、
こ

れ
か
ら
さ
ら
に
重
要
と
な
る
で
し
ょ

う
。
今
回
の
１
年
は
ま
さ
に
紙
面
を
整

え
、
伝
え
る
基
盤
を
築
か
れ
た
時
間

だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
住
民
と
と
も
に

歩
む
議
会
を
目
指
し
て
」
と
い
う
言
葉

の
と
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
議
会
の
思
い

や
熱
量
が
住
民
に
届
き
、
ま
ち
の
空
気

を
担
う
紙
面
と
し
て
育
っ
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

研
修
講
師
の
佐
久
間
智と
も
ゆ
き之

先
生
か
ら
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
奈
良
県

王
寺
町
議
会
事
務
局
の
村
田
大だ
い
ち地

さ
ん
に
﹁
あ
い
な
ん
議
会
だ
よ

り
﹂
を
読
ん
だ
感
想
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
︒

奈良県王寺町議会事務局

村田 大
だ い ち

地 係長

おうじ議会　
　　だより▶ 

　奈良県王寺町議会が発
行する「おうじ議会だよ
り」は「町村議会広報全
国コンクール」( 全国町
村議会議長会主催 ) で入
選するなど、高く評価さ
れています。

感 想

〈自治体・議会広報アドバイザー〉
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令和8年第1回「議会報告・意見交換会」を開催

　令和８年１月28日、西海町民会館において、西海地域の住民と議会が向き合い、日々の
暮らしの中で感じている不安や願いについて語り合う意見交換会を開催しました。
　当日は、議会活動の報告に続き、防災や地域公共交通など身近なテーマについて、率直
な意見が次々と寄せられ、地域の未来を共に考える熱気に包まれました。
  ここでは、その中から主な意見をご紹介します。

　愛南町では、地域ごとに防災意識や避難訓練の実施
状況に差があり、平時からの取り組みにばらつきが見

られるとの意見がありました。また、空き家対策は個人情報の制約により進まず、災害時
の危険要因となっています。さらに、高齢者が多い地域では避難支援体制
や関係機関との連携が不十分で、自主防災組織の役割や連携方法が明確で
ないことに加え、物資備蓄についても地域単位での整備や配置の工夫が必
要との意見がありました。

　地域公共交通については、コミュニティバスの便数
が少なく利用しづらいことや、車両のステップが高く

高齢者には乗り降りが負担となっているとの意見が多くありました。また、城辺地域の主
要施設への停車、買い物後のバス停までの距離、利用したい時間帯に運行がない点など、
利便性向上を求める声が寄せられました。さらに、高齢者向けタ
クシー券制度についても、配車の遅れや混雑、タクシー事業者・
運転手の減少を懸念する意見があり、高齢者の移動手段確保が課
題とされています。

防災と交通をもっと良くするために
西海地域で住民と議会が語り合う

防災について

地域公共交通について

令和７年第2回「議会報告・意見交換会」を開催

　令和７年10月28日、一本松山村開発センターで、一歩松地域の皆さんと議会が顔を合
わせ、普段の暮らしの中で感じている不安や「こうなったらいいな」という思いを語り合
う意見交換会を開きました。
　当日は、議会活動の報告の後、防災のことや地域の公共交通のことなど、身近な話題に
ついてたくさんの率直な声が寄せられ、会場は「地域のこれから」を一緒に考える温かな
空気に包まれました。ここでは、その中から主な意見をご紹介します。

　一本松地域の防災について、主に地震への備えを中
心にお話ししました。津波の心配は少ないものの、水

や食料、簡易トイレなどの備蓄が地区として整っていないことや、内海地域の避難受け入
れについて住民に十分知られていないことが課題として挙がりました。また、通信遮断へ
の対策として衛星電話やアマチュア無線の活用が必要であること、さらに古い家屋が多く
倒壊の危険性があるため調査が求められることも共有されました。加えて、自主防災組織
の体制を見直し、防災士との連携を強めることが望ましいという意見も出ました。

　地域公共交通については、まず話し合いの場で資料
が用意されていなかったことが指摘され、今後の改善

点として共有されました。議論の中心となったあいなんバスでは、高齢者や学生を優先し
た運行の在り方や、タクシー不足による通院時の不便さが課題として挙がり、運転手不足
を補うために二種免許取得への補助や、ライドシェアの導入といった意見が出されました。
また、現在配布されているタクシー券について、地域によって実際の利用距離と金額が合っ
ていないため、より実情に合った配分に見直すべきだという声もありました。さらに、利
用者の少ない時間帯の運行については、実態調査を行った上で時間帯の見直しを検討すべ
きだという意見が出されました。

防災と交通をもっと良くするために
一本松地域で住民と議会が語り合う

防災について

地域公共交通について
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令和8年第1回「議会報告・意見交換会」を開催

　令和８年１月28日、西海町民会館において、西海地域の住民と議会が向き合い、日々の
暮らしの中で感じている不安や願いについて語り合う意見交換会を開催しました。
　当日は、議会活動の報告に続き、防災や地域公共交通など身近なテーマについて、率直
な意見が次々と寄せられ、地域の未来を共に考える熱気に包まれました。
  ここでは、その中から主な意見をご紹介します。

　愛南町では、地域ごとに防災意識や避難訓練の実施
状況に差があり、平時からの取り組みにばらつきが見

られるとの意見がありました。また、空き家対策は個人情報の制約により進まず、災害時
の危険要因となっています。さらに、高齢者が多い地域では避難支援体制
や関係機関との連携が不十分で、自主防災組織の役割や連携方法が明確で
ないことに加え、物資備蓄についても地域単位での整備や配置の工夫が必
要との意見がありました。

　地域公共交通については、コミュニティバスの便数
が少なく利用しづらいことや、車両のステップが高く

高齢者には乗り降りが負担となっているとの意見が多くありました。また、城辺地域の主
要施設への停車、買い物後のバス停までの距離、利用したい時間帯に運行がない点など、
利便性向上を求める声が寄せられました。さらに、高齢者向けタ
クシー券制度についても、配車の遅れや混雑、タクシー事業者・
運転手の減少を懸念する意見があり、高齢者の移動手段確保が課
題とされています。

防災と交通をもっと良くするために
西海地域で住民と議会が語り合う

防災について

地域公共交通について

令和７年第2回「議会報告・意見交換会」を開催

　令和７年10月28日、一本松山村開発センターで、一歩松地域の皆さんと議会が顔を合
わせ、普段の暮らしの中で感じている不安や「こうなったらいいな」という思いを語り合
う意見交換会を開きました。
　当日は、議会活動の報告の後、防災のことや地域の公共交通のことなど、身近な話題に
ついてたくさんの率直な声が寄せられ、会場は「地域のこれから」を一緒に考える温かな
空気に包まれました。ここでは、その中から主な意見をご紹介します。

　一本松地域の防災について、主に地震への備えを中
心にお話ししました。津波の心配は少ないものの、水

や食料、簡易トイレなどの備蓄が地区として整っていないことや、内海地域の避難受け入
れについて住民に十分知られていないことが課題として挙がりました。また、通信遮断へ
の対策として衛星電話やアマチュア無線の活用が必要であること、さらに古い家屋が多く
倒壊の危険性があるため調査が求められることも共有されました。加えて、自主防災組織
の体制を見直し、防災士との連携を強めることが望ましいという意見も出ました。

　地域公共交通については、まず話し合いの場で資料
が用意されていなかったことが指摘され、今後の改善

点として共有されました。議論の中心となったあいなんバスでは、高齢者や学生を優先し
た運行の在り方や、タクシー不足による通院時の不便さが課題として挙がり、運転手不足
を補うために二種免許取得への補助や、ライドシェアの導入といった意見が出されました。
また、現在配布されているタクシー券について、地域によって実際の利用距離と金額が合っ
ていないため、より実情に合った配分に見直すべきだという声もありました。さらに、利
用者の少ない時間帯の運行については、実態調査を行った上で時間帯の見直しを検討すべ
きだという意見が出されました。

防災と交通をもっと良くするために
一本松地域で住民と議会が語り合う

防災について

地域公共交通について
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が
分
か
れ
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議
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12月 
議会

﹁
そ
こ
が
聞
き
た
い
﹂

５
名
の
議
員
が
一
般
質
問

各
議
員
が
︑
農
林
水
産
業
や
教
育
︑
地
域
公
共

交
通
等
の
町
政
の
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
︒

問
持
続
可
能
な
農
林
水
産
業
の
推
進

︵
気
候
変
動
に
よ
る
影
響
等
︶に
つ
い
て

答
気
候
変
動
に
対
応
し
、
ス
マ
ー
ト

技
術
導
入
や
担
い
手
支
援
、
資
源
管

理
を
進
め
、
持
続
可
能
な
農
林
水
産

業
の
振
興
に
取
り
組
む
。

問
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
環
境
づ
く

り
と
人
権
の
尊
重︵
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
に
向
け
た
体
制
整
備
等
︶に
つ
い
て

答
ク
レ
ー
ム
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
組

織
的
に
把
握
・
対
応
し
、
相
談
体
制

と
研
修
を
通
じ
、
職
員
が
安
心
し
て

働
け
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
。

問
県
外
生
の
た
め
の
高
校
学
生
寮
を

建
設
す
る
計
画
に
つ
い
て
、
町
民
に

説
明
は
？

答
関
係
者
へ
説
明
は
行
う
が
、
一
般

町
民
へ
の
説
明
は
考
え
て
い
な
い
。

問
国
は
、
防
災
に
女
性
視
点
を
取
り

入
れ
る
よ
う
求
め
て
い
る
が
、
取
り

組
み
状
況
は
？

答
防
災
対
策
会
議
な
ど
に
お
け
る
女

性
の
割
合
や
、
女
性
の
視
点
を
生
か

し
た
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策

定
な
ど
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能

充
実
の
た
め
、
人
員
の
配
置
は
？

答
セ
ン
タ
ー
長
は
専
任
が
ベ
ス
ト
だ

が
、
全
体
的
な
バ
ラ
ン
ス
も
考
え
、
で

き
る
だ
け
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
す
る
よ

う
な
配
置
を
考
え
る
。

問
地
域
住
民
の
高
齢
化
や
温
暖
化
の

影
響
を
踏
ま
え
た
持
続
可
能
な
町
道

の
維
持
管
理
に
つ
い
て

答
各
地
区
の
作
業
実
態
や
負
担
状
況

を
把
握
し
て
、
財
源
・
運
用
等
の
課

題
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
現
実
的
か

つ
持
続
可
能
な
維
持
管
理
体
制
の
検

討
を
進
め
る
。

問
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
啓

発
と
高
齢
者
へ
の
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
予
防
接
種
費
用
の
一
部
助
成

に
つ
い
て

答
関
係
機
関
へ
の
情
報
提
供
と
広
報

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
予
防
啓
発
を

行
う
。
高
齢
者
へ
の
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
費
用
の
助
成
に

つ
い
て
は
、
国
の
有
効
性
の
検
証
状

況
を
注
視
し
て
判
断
す
る
。

問
遊
休
農
地
の
再
生
、
維
持
管
理
、

発
生
防
止
に
つ
い
て

答
町
内
全
農
地
の
43
％
が
荒
廃
農
地

と
な
っ
て
お
り
年
々
増
加
の
傾
向
に

あ
る
。
農
業
委
員
会
で
は
毎
年
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
現
地
確
認
の

結
果
を
基
に
所
有
者
へ
の
指
導
、
農
地

バ
ン
ク
の
活
用
等
を
推
進
し
て
い
る
。

所
有
者
不
明
農
地
の
解
消
に
つ
い

て
は
「
所
有
者
不
明
土
地
管
理
制
度
」

の
創
設
を
踏
ま
え
関
係
部
署
と
の
連

携
を
図
り
対
応
し
て
い
く
。

今
後
、
農
地
バ
ン
ク
を
有
効
に
活

用
し
、
所
有
者
と
耕
作
者
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
を
図
っ
て
い
く
。

嘉喜山　茂

Kagiyama
Shigeru

池田　栄次

Ikeda
Eiji

金繁　典子

Kaneshige
N� iko

原田　達也

Harada
Tatsuya

二次元コードを読み取ると一般質問の動画が視聴できます。
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問
学
校
の
３
校
の
エ
ア
コ
ン
整
備

３
２
９
︐
４
０
０
千
円
の
状
況
と
詳

細
設
計
は
説
明
さ
れ
る
の
か
？

答
12
月
15
日
に
詳
細
設
計
完
了
予
定

で
す
。

問
11
月
に
示
さ
れ
た
南
宇
和
高
校
の

寮
整
備
６
億
円
の
背
景
、
予
定
は
？

答
生
徒
の
全
国
募
集
に
合
わ
せ
て
寮

を
新
築
し
、
生
活
環
境
の
良
さ
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
、
生
徒
獲
得
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

問
タ
ク
シ
ー
の
供
給
不
足
に
つ
い

て
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
や
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
の
検
討
は
？

答
タ
ク
シ
ー
会
社
や
関
係
機
関
と
課

題
の
共
有
を
進
め
る
。

石川　秀夫

Ishikawa
Hideo

賛
成

賛
成

反
対

反
対

　愛南町の財政状況が悪化し、町の貯金の取り崩しがいよいよ次の決算から始まるのでは
ないかと危惧する。今のうちから経費を削減する努力をしておかなければ、貯金が底を突く
事態となりかねない。そのため、特別職（町長、副町長、教育長、議員）のいわば地域経
営責任として、今回は特別職の期末手当の支給割合の引き上げは据え置くべき。

　議会基本条例と議員倫理を踏まえ、セクハラ事案を看過する姿勢は許されない。町民、
とりわけ女性の不信と不安の声が示されている以上、議会は説明責任と再発防止に向
き合う必要がある。請願を取り上げない対応は自浄能力を欠き、是々非々の原則に立っ
て請願を採択すべき。

　南宇和高校の存続と魅力化のための寮整備であり、議論や検証は既存の委員会や全
員協議会で十分対応可能。必要な情報公開や説明を充実させ、透明性とスピードを両
立させることで、子どもたちの未来につながる取り組みを着実に進めるべきであり、
特別委員会設置には反対。

　南宇和高校の魅力化推進には大いに賛成であり、町民からもアイデアを募ってほしい。
一方で、今回の学生寮建設・運営案は、億単位の税金を使うことになるため、厳しい財
政状況でこれを優先する理由、なぜ県に補助を要請しないのか、津波浸水地域で安全性
は大丈夫なのか等、不明な点が多い。議会が調査し町民が納得できる案を提示すべき。

討 論

討 論

討 論

愛南町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する
条例等の一部改正について

セクハラ議員の役職（総務委員長）不適格、及び愛南町議
会としてセクハラ議員への処分に関する請願について

県立南宇和高校の寮建設に関する特別委員会設置に関する
決議について

結果 賛成
10

反対
3 で 原案

可決

結果 賛成
4

反対
9 で 否決

結果 賛成
2

反対
8 で 不採択

表決が分かれた議案（討論の概要および結果）

※本会議において討論が行われたもののみを掲載しています。

12/3 定例会

12/12 定例会

（除斥1・退席2）
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議会の本会議や委員会を傍聴することができます。
本会議（定例会及び臨時会）の傍聴

委員会の傍聴

今後の予定
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金
繁

典
子

山
本

美
佐

嘉
喜
山

茂

尾
崎

惠
一

岡
　
　
雄
次

田
中

純
樹

３
月
を
迎
え
、
年
度
の
締
め
く
く

り
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
今
号
で

は
、
定
例
会
で
の
審
議
内
容
や
一
般

質
問
、
地
域
で
の
議
会
報
告
会
を
中

心
に
町
政
の
動
き
を
お
伝
え
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
議
員
研
修
で
は
、
自
治
体

広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
佐
久
間
智
之

さ
ん
か
ら
議
会
広
報
に
関
す
る
話
を

お
伺
い
し
ま
し
た
。
町
民
に
伝
わ
る

お
手
本
と
し
て
奈
良
県
王
寺
町
議
会

の
議
会
だ
よ
り
を
紹
介
さ
れ
、「
せ
っ

か
く
だ
か
ら
担
当
の
村
田
大
地
さ
ん

に
講
評
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
」と
、

す
ぐ
に
連
絡
を
取
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
関
東
か
ら
遠
路
お
越
し
い
た

だ
い
た
佐
久
間
さ
ん
、
急
な
お
願
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
感
想
を
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
村
田
さ
ん
、
ど
う
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
議
会
を
身
近
に
感
じ

ら
れ
る
議
会
だ
よ
り
の
制
作
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
岡
）

 「議会だより」第５号、
 いかがでしたか？

皆さんの声を聴かせて！

　皆さんのなぜ？あれはどうなった
の？これをしてほしい etc…
　小さな声を集めて、大きな声にす
るのが、私たち議会の仕事です。町
民の皆さんからの「声」をお待ちして
います。二次元コードからどうぞ！

　傍聴人受付票に住所・氏名を記入し、議場の傍聴
席で傍聴してください。
　また、本会議は専用サイト（愛媛
CATV）でインターネット中継を行
っています。

　傍聴人受付票に住所・氏名を記入し、各委員会が
開催される会議室で傍聴してください。

・正式には議会運営委員会で協議の上、本会議で決定します。
・本会議の開催日は町ホームページに掲載します。

皆さんの声は
こちらまで▶

編集委員会メンバーのご紹介

や
る
気

満
々
！

においでください！傍聴

愛媛CATV

3月6日㈮〜19日㈭
3月定例会

所管事務調査
「愛南町への若者の移住・定住
促進について」

　愛南町では若者の人口流出や高齢化が進み、地
域の活力維持や産業の担い手確保が大きな課題
となっています。特に移住・定住の促進による
雇用対策や住環境整備は、町の持続的発展に向
けて重要です。
　そこで本委員会では、現状整理と梼原町への
視察を通じて改善策を検討しました。梼原町で
は町が空き家を改修し低額で貸し出す制度を導
入しており、若者や子育て世代の移住促進に効
果を上げています。愛南町でも空き家バンクの
登録不足や即入居可能住宅の少なさが課題であ
り、モデル住宅整備や改修支援の必要性が指摘
されました。また、地元企業とのマッチングや
交流拠点整備、一次産業との連携による雇用創
出、医療・子育て・交通・教育など生活基盤の
充実も求められています。
　よって、以下の事項を提案し報告とします。
①空き家の活用と住環境整備
②若者・移住者の定着支援
③一次産業との連携による雇用創出
④総合的な環境整備
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